
東京五輪を控えた建設業界でどう買う？

第26回購買ネットワーク会(尾道市)～
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建設業とは

尾道市WEB

略号 建設工事の種類 略号 建設工事の種類

（土） 土木一式工事 （ガ） ガラス工事

（建） 建築一式工事 （塗） 塗装工事

（大） 大工工事 （防） 防水工事

（左） 左官工事 （内） 内装仕上工事

（と） とび・土工・コンクリート工事 （機） 機械器具設置工事

（石） 石工事 （絶） 熱絶縁工事

（屋） 屋根工事 （通） 電気通信工事

（電） 電気工事 （園） 造園工事

（管） 管工事 （井） さく井工事

（タ） タイル・れんが・ブロツク工事 （具） 建具工事

（鋼） 鋼構造物工事 （水） 水道施設工事

（筋） 鉄筋工事 （消） 消防施設工事

（ほ） ほ装工事 （清） 清掃施設工事

（しゅ） しゆんせつ工事 （解） 解体工事

（板） 板金工事 2



戦後の復興から高度経済成長期の日本の縁の下の力持ち

苦難を乗り越えて、日本を背負う
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日本土木史に残る破砕帯との死闘～熊谷組webから
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1956年8月に始まった工事は、当初は極めて順調に推移し、平均日進10m、月進300mを超え、当時のトンネル
掘進の日本記録を塗り替えるスピードで進みました。ところが1957年5月、扇沢の坑口から1,700mほど掘り進
んだ地点で、岩盤の中で岩が細かく砕け、地下水を大量に溜め込んだ軟弱な地層である破砕帯に遭遇。切羽か
らは摂氏4度、最大毎秒660リットルの地下水(水深40mに相当)と大量の土砂が噴出し、掘削作業は中断せざる
をえない状況に陥りました。人が吹き飛ばされるほどの出水と崩落する土砂。黒部の状況が日本中に報道され、
黒四建設を危ぶむ世論が高まるなか、それでも工事に携わる者たちは決してあきらめることなく、持てるすべて
の知識と経験を結集し、この破砕帯に果敢に挑み続けていました。1957年12月、ついに破砕帯の終わりを告げ
る固い岩盤が再び現れました。破砕帯の長さはおよそ80m。
これを突破するまで、約7ヶ月もの月日がかかりました。

配水管が無数に走るトンネル内の排水状況
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東京五輪開催決定以降、
このような記事を目にしませんでしたか

多くの自治体で公共工事の落札者が決まらない異常事態が相次いでいる。
東日本大震災の復興需要に加え、2020年の東京五輪開催に向けた建設

需要で、建設資材費や労務費が高騰し、自治体が見込む工事費を大幅に
上回っている。

2017年度に全国の都道府県が発注した公共工事が不調となっ
た割合は5.9%。(2018/12/26日本経済新聞)

税金の追加投入
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東日本大震災復旧に加え、東京五輪決定以降、風向きが変わり、
見積依頼⇒辞退が多くなり、まずは見積対応可能かを確認する
ことが必須となりました。

2008年9月のリーマンショック後は、国内の民間建設投資が
落ち込み、機械系工事の見積依頼は見積対応可否の確認を
しないで見積依頼を5～8社に依頼しても全て対応可でした。
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2010公共労務費単価 2019公共労務費単価

2010年2019年比較 東京都
とび工1.54倍
電工1.35倍など全工種で軒並み上昇

ちなみに千葉県で電気工事があるのでサーベイに行くと
5万円/日貰っている会社がありました。
結局四国から宿泊をかけての会社が最安値。 8



建設業の求人倍率
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建設業の人手不足は、本当に東京五輪、
震災復興によるものでしょうか？

プロジェクトXの時代と何かが変わって
いるのではないでしょうか？
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国土交通省
建設産業の現状11



・従来から実績のある協力会社と工事主管部が1，2年先の案件を

協同して営業活動 ⇒少し忘れかけた頃にお客様から注文書届く

・協力会社に受注したよ(^_^)と連絡

・協力会社の下請が別工事を受注していたため対応不可(;_;)

ここ3～4年で強く感じた傾向

工事主管部 受注しました(^_^)購買部門さん、会社を選ぶのはそちらなのでよろしく、後は任せました。

・ある意味購買部門の腕の見せ所
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・某地方の工業高校から絶大な就職人気を誇っていたが今は倍率
1倍がやっとで人事が新卒採用で飛び回っている。
・首都圏の鉄工所で、賞与別40万円/月で中途採用を募集しても
人が来ない。⇒見てくれの良いサービス業が好まれる。
・工業高校を出てもサービス業に就職する生徒が増えている。
・以前は出張時に経費を浮かせるため3LDKの部屋を借りて
3人で宿泊していたが、今はホテルのシングルか1Ｒでないと
下請が来ない。
・中途採用の面接に来た方が非常に優秀で、是非採用したかった。
面接時に出張が年通算1,2ヶ月あると伝えたところ、帰宅後奥さん
に反対され辞退された。

近年の取引先の方々との雑談
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・建設業の社会保険の加入の必須で、後継者がいない2次3次の
取引先が廃業したり、建設業以外の業種に転換した。
・新卒100人に内定を出したが、内定式に来たのは半分だった。
・若手世代に生き甲斐を持ってもらうために、40代世代の手当を
削り20代世代の待遇を良くしているが、逆にそれが20代世代は
自分たちの40代はこうなると感じモチベーションが低下。
・今まで取引の無かった会社から何社も新規の見積依頼がある。
→その会社で従来取引のある会社が条件の良い他社に走った。
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・リニアモータカーの施工を受注しているが、学生からは、リニアの
現場に配属されれば何年も山奥での生活を余儀なくされると、
逆に敬遠されている。
・賃貸物件やホテルがなければ現場事務所兼の寄宿舎となる。
朝の弱い人には最高の職場となる。

国土交通省東北地方整備局
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南アルプストンネル
総延長約25km

地表からトンネル迄の
最大深さ1,4km

16



・本社が某地域で出先も地域近郊だけなので異動や出張があって
も地域近郊のみだと思い入社したが、近年北海道・東北・関東など
遠方への数ヶ月～4年の出張が増えている。
・近年の猛暑により、より入念な熱中症対策が必要である。
・工事現場は屋外が中心なので夏は暑く、冬は寒い。
・若手社員の扱いに気を使う。

・建設業にとって、購買部門の買うより、人事部門の人を
買う(採用)工夫と人の定着が急務ではないのか。
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建設調査会資料 19



中田「今の選手って難しいじゃな
いですか」。

井村「確かに難しい。前の選手と
は言いたくないが、比べると全然
違う。自分が選手だった時を引き
合いに出して、何で出来ないのと
言ったって無理です」。

中田はロサンゼルス・ソウル・バ
ルセロナと3回の五輪出場を果た
している。そんな中田に

井村「あの辺の選手は頭ごなし
OKですよ。『違うだろ』と言ったら、

先生は何を言いたいのだろうと周
りを見て、これが違うんだと自分で
考える。同じことを今の選手に言う
と『私はダメなんだ』となる。技術
のことを言っているのに、全否定さ
れたと取る」
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ある機械系工事会社の若手社員の育成
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若手社員の離職率を減らすために、最近このようなセミナーが増加傾向です。
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・新卒者から、いかに魅力を感じてもらえるか！
・社員の離職を防ぐ／定着
元請→一次下請→二次下請→三次下請→四次下請・・・の
重層構造のため一体となった取り組み

建設業の今後の課題
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工事会社の購買業務の一例－材料
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ご静聴ありがとうございました。
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